
●保健師 ･･･････ 468名
●助産師 ･･･････ 840名会員数 ●看護師 ････19,330名

●准看護師 ･････ 602名（令和4年5月1日現在）
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令和4年度 公益社団法人

静岡県看護協会定時総会概要版
日  時 令和4年6月20日（月）13：00～16：00
場  所 静岡県コンベンションアーツセンター（グランシップ）中ホール

予定されている研修・行事等については、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止あるいは
変更することがありますので、ご了承をお願いいたします。ホームページでご確認ください。
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日頃より本会事業につきまして会員の皆様にご理解とご支援・ご協力を頂き、心より
感謝申し上げます。
新型コロナウイルス感染症（以下コロナ）発生から2年が過ぎましたが、コロナは変
異を繰り返しながら拡大し、未だ収束が見えない状況です。また、紛争により世界情
勢は混沌とし、改めて「自分ごと」と捉えた危機管理の必要性を強く感じています。
コロナ対応では、看護職の皆様に長期に渡りご尽力いただき、心より感謝と敬意を表します。今もなお続く
ご苦労は、想像以上と推察いたします。本会として引き続き、皆様の安全・安心を第一に最大限の支援をい
たします。
また、有事の時に看護職として、安全で迅速に役割発揮できる危機管理体制の再考が急務です。これらを
含む看護職を取り巻く様々な課題解決に向け、日本看護協会、静岡県行政と連携し取組んでまいります。
令和4年度は特に、令和5年度の感染管理認定看護師教育Ｂ課程について、2月に厚生労働省より特定行
為研修指定研修機関として特定行為2区分の認定を受けることができました。万全を期し、本格的な開講
準備を進めてまいります。また、静岡県より受託の医療的ケア児等支援センター事業の円滑な稼働、看護
職の働き方の実態調査を実施し、課題の明確化と解決に向けて活動いたします。加えて、プラチナナース
等の人的資源の活用を視野にいれた人材確保の推進、地域における災害看護ボランティアナースの養成
と登録制度の浸透に注力いたします。
皆様には、県民の「いのち」「暮らし」を支える看護職として、それぞれの組織はもとより、その枠を超えて地
域と連携し「何ができるか」「何をするか」、社会のニーズを的確にとらえ、自律的かつ創造的に行動してい
ただくことを心より願っております。
今後も皆様の声を大切に、役員および職員と一丸となり事業達成に向け、持てる力を最大限発揮し取組
んでまいります。引き続きのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
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令和4年度　定時総会にむけて

令和3年度　第5回定時理事会報告

■開催日時　令和 4 年 3月23日（水）　　　　■会場　静岡県看護協会　第１研修室
　出席理事：21 名　　　出席監事：3 名　　　オブザーバー：1 名
　欠席理事：  1 名　定款第 38 条に基づき、定足数 12 名を満たしていることを確認

1.協議事項　（すべての事項について承認される）
 1）令和3年度　3月補正予算
 2）令和4年度　静岡県看護協会重点事項及び事業計画
 3）令和4年度　当初収支予算書（案）
 4）役員補欠候補者選任
 5）職能委員会委員補欠候補者の選任
 6）委員会委員補欠候補者の選任
 7）認定教育に関する規定等について
 8）訪問看護ステーション及び居宅介護支援事業所の
　　　　　　　　　　    運営規程の変更について

2.報告事項
 1）代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告
 2）行政機関・関係団体の役員・委員の就任状況について
 3）令和3年度会費納入状況
 4）令和4年度行事計画
 5）令和4年度「看護の日・看護週間」記念行事開催について
 6）新型コロナウイルス感染症に係る静岡県看護協会の活動

令和4年度
重点事業6項目

1．地域包括ケアを支える看護機能連携体制の強化
2．看護管理者の看護政策力の強化および連携の強化
3．看護職の役割拡大の推進と人材育成
4．看護基礎教育制度改革の推進
5．看護職の働き方改革の推進
6．地域における看護職の活動および危機管理体制の推進
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瑞宝単光章　　河井 友子 元浜松医療センター　副院長兼看護部長

瑞宝単光章　　弓岡 一惠　 元静岡県立総合病院　看護部長

瑞宝単光章　　小粥 知子 元浜松医科大学医学部附属病院 看護部副看護部長

令和4年　春の叙勲受章おめでとうございます

12：30 開場

12：50 オリエンテーション
 物故会員への黙とう

13：00 開会
 会長挨拶
 静岡県看護協会会長表彰
 受賞者紹介
 来賓祝辞・祝電披露

13：30 議長選出
 議事録署名人・書記選出
 議案第1号　令和4年度役員補欠候補者の選出について
 議案第2号　令和5年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出について

13：55 報告第1号　令和3年度事業報告
 議案第3号　令和3年度決算書（案）及び監査報告
 報告第2号　令和4年度重点事項及び事業計画
 報告第3号　令和4年度収支予算
 報告第4号　日本看護協会に関する報告
 報告第5号　令和4年度日本看護協会通常総会報告
 報告第6号　令和3年度定時総会議事録

 次年度選挙管理委員任命

16：00 閉会

令和４年度 公益社団法人静岡県看護協会

定時総会プログラム
開 催 日 令和4年6月20日（月）

開催場所 静岡県コンベンションアーツセンター（グランシップ）中ホール

かわ  い

ゆみおか

お  がい とも  こ

もと   え

とも  こ
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議案第１号	 令和４年度　役員補欠候補者の選出について

役職名 辞任届提出者
補欠候補者名

任　期
氏　　名 所属施設

地区理事 大村　啓子 稲葉　圭子 下田メディカルセンター
令和４年定時総会終結後から
令和５年定時総会終結時まで

地区理事候補

定数 1　　　　候補者 1

稲
いな

葉
ば

　圭
けい

子
こ

　　　　　　　　　新

［ 勤　務　先 ］  下田メディカルセンター

［ 協会活動歴 ］　

［ 抱　　　負 ］  未曾有の災禍に見舞われる今日となりました。日々の看護や介護に専念できる事を有難く感じ、地区支部の

皆様と連携して出来る活動に前向きに取り組んでまいります。
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議案第２号	 令和５年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出について

令和 5年度　日本看護協会代議員・予備代議員候補者名簿
種類 職種 氏　名 施　　設

代
　
議
　
員

1 看護師 間淵　元子 小鹿病院
2 看護師 青木　春美 公益社団法人静岡県看護協会
3 看護師 松井　順子 公益社団法人静岡県看護協会
4 保健師 土屋　厚子 個人
5 助産師 西郷　美智子 静岡徳州会病院
6 看護師 戸田　美也子 浜松ゆうゆうの里
7 准看護師 松下　直美 コミュニティーホスピタル甲賀病院
8 看護師 稲葉　圭子 下田メデイカルセンター
9 看護師 増田　伊佐世 榛原総合病院
10 看護師 大庭　富美子 磐田市立総合病院
11 看護師 小林　ルミ 浜松赤十字病院
12 看護師 櫻井　操 順天堂大学医学部附属静岡病院
13 看護師 高木　てるみ 沼津市立病院
14 看護師 松永　光代 共立蒲原総合病院
15 看護師 石川　賢子 富士宮市立病院
16 看護師 牧野　仁美 静岡赤十字病院
17 助産師 佐野　夕子 藤枝市立総合病院
18 看護師 伊藤　泰乃 島田市立総合医療センター
19 看護師 千葉　美由紀 掛川東病院
20 看護師 牧田　美佳 浜松医科大学医学部附属病院
21 看護師 杉山　由香 浜松医療センター
22 看護師 丸山　和真 総合病院	聖隷三方原病院

種類 職種 氏　名 施　　設

予
備
代
議
員

看護師 野邊　あゆみ 沼津市立病院
看護師 松山　早登美 富士市立中央病院
看護師 佐野　典子 富士宮市立病院
看護師 島田　明恵 伊東市民病院
保健師 坂元　友紀 NTT東日本伊豆病院
看護師 小松　孝道 静岡県立こころの医療センター
看護師 林　久美子 静岡県立こども病院
看護師 繁田　敏恵 静岡赤十字病院
看護師 長坂　信次郎 藤枝市立総合病院
看護師 大房　由香 島田市立総合医療センター
看護師 石垣　香ほり 磐田市立総合病院
看護師 山本　明美 浜松医科大学医学部附属病院
看護師 鈴木　緑 総合病院	聖隷浜松病院
看護師 近藤　亮子 総合病院	聖隷三方原病院
准看護師 田村　まり子 市立御前崎総合病院
保健師 鈴鹿　和子 介護老人保健施設	梅名の里
看護師 櫻井　郁子 公益社団法人静岡県看護協会
看護師 中澤　範子 静岡県立こころの医療センター
看護師 齋藤　清江 南あたみ第一病院
看護師 横山　直司 岡村記念病院
看護師 佐野　真澄 富士宮市立病院
看護師 佐野　和枝 静岡県立総合病院
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報告第１号	 令和３年度　事業報告

○事業項目１　教育等看護の質の向上に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 人材育成を促進す
るための継続教育

(2) 資格認定教育

(3) 静岡県からの受託
研修

①看護実践能力の育成　　　　10研修（オンライン研修あり）	 計423名受講
②組織的役割遂行能力の育成	15研修（オンライン研修あり1研修中止）	 計1050名受講
③自己教育の推進　　　　　　	1研修	 52名受講
④特別研修　　　　　　　　　	1研修	 41名受講

①認定看護管理者教育
・認定看護管理者教育課程ファーストレベル　23日間　2回	 97名修了
・認定看護管理者教育課程セカンドレベル　　33日間	 29名修了
・セカンドレベルフォローアップ実践報告（令和	2年度修了者）	 23名参加

①新人看護職員研修
・新人看護職員研修－多施設合同研修－（6日間）		 	31名受講
・新人看護職員指導者研修　研修責任者研修（5日間）	 15名受講
・新人看護職員指導者研修　教育担当者研修（5日間）	 28名受講
・新人看護職員指導者研修　実地指導者研修（5日間）	 25名受講
②静岡県専任教員養成講習会　6月1日～12月24日（141日）	 26名修了
③看護職員実習指導者等講習会－特定分野－（7日間）	 13名修了
④重症心身障害児（者）対応看護従事者養成研修（1日半）	 49名受講
⑤看護教員継続研修
・成長段階別研修（3日間）オンライン研修	 延べ	74名受講
・トピックス研修（1日）オンライン研修	 39名受講
⑥高齢者権利擁護等推進事業「看護実務者研修」（2日間）（オンライン）
　　11月26日（金）27日（土）	看護協会	 38名受講
⑦看護の質向上促進１日・半日研修	453名受講（1日	243名　半日	210名）
　研修科目：感染予防対策・医療安全対策・職業倫理と意思決定支援・フィジカルアセス

メントと臨床推論

１日：　東部　10月 7日（木）	看護協会（オンライン）	 88名受講
中部　12月 2月（木）	看護協会（オンライン＋集合研修）	 76名受講
西部　11月10日（水）	看護協会（オンライン）	 79名受講

半日：　伊豆　10月21日（木）	看護協会（オンライン）	 8名受講
東部　 8月 5日（木）（オンライン＋集合研修）	 	37名受講
　　　12月11日（土）（オンライン）	 19名受講
中部　 8月14日（土）（オンライン＋集合研修）	 41名受講
　　　11月 4日（木）（オンライン＋集合研修）	 38名受講
西部　 7月24日（土）（オンライン＋集合研修）	 67名受講

認定看護師派遣型OJT研修
・施設訪問型　1施設10名参加　
・オンラインによるフォローアップ研修型　4名×2回開催　
⑧看護職員管理者の相互研修（一部オンライン）
「暮らしをつなげる看護職員のための研修」（4日間）	 	81名受講

3地区合同　7月13日（火）・7月14日（水）　看護協会
東部　令和4年1月13日（木）（オンライン）	 31名受講
中部　令和4年1月18日（火）（オンライン）	 24名受講
西部　令和4年1月25日（火）（オンライン）	 	26名受講
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(4) 看護研究

(5) 学術研究振興支援

「組織における看護政策構築管理者研修」7月13日（火）（オンライン）		 81名受講　
⑨静岡県看護職員認知症対応力向上研修（オンライン）
　－認知症ケア体制構築推進者研修－（3日間）	
　　　令和3年10月7日（木）・16日（土）・17日（日）	 81名受講
⑩病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修（10回開催）849名受講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オンライン）
　 8月 7日（土）午前90名　午後89名　	10月 3日（日）午前90名　午後43名
　10月21日（木）午前96名　午後95名	　11月11日（木）午前94名　午後95名
　12月11日（土）午前83名　午後74名	

①静岡県看護協会静岡県看護学会　令和4年1月15日（土）
　開催場所：静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ
　開催方法：ハイブリット形式　参加者173名
　テーマ：看護のニューノーマル（新しい日常）を模索する
　　　　　－生活・地域を守る、つなげる－

①研究能力の育成
・「看護研究の第一歩－研究テーマの絞込み－」（2会場）
【東部】 7月10日（土）29名受講、【中部】 6月23日（水）36名受講
・「看護研究の基礎－研究計画書にトライ－」（2会場）（3日間）
【東部】 8月12日（木）・13日（金）・11月8日（月）一部オンライン	 13名受講
【中部】 7月28日（水）・30日（金）・11月20日（土）	 	11名受講
・「効果的なプレゼンテーション技法」10月29日（金）	 32名受講
②看護研究倫理審査　1件

○事業項目２　看護に係る調査及び研究並びに看護制度の改善への提言に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 保健師・助産師・
看護師業務に係る
事業

①保健師職能委員会　　10回開催
・3職能合同交流会	 10月 2日（土）（オンライン）	 	56名参加
・保健師･助産師合同交流会	  1月14日（金）　30名参加
・保健師研修会	  2月23日（水祝）（オンライン）	 25名参加
・保健師活動指針の普及啓発
②助産師職能委員会　　13回開催
・3職能合同交流会	 10月 2日（土）（オンライン）	 56名参加
・保健師･助産師合同交流会	  1月14日（金）　30名参加
・新人助産師研修会	  1月21日（金）　15名参加
・助産実践能力強化研修－周産期領域の倫理的課題－　 7月10日（土）14名参加
・助産師職能集会	 	6月12日（土）（オンライン）	 32名参加
・助産師活動の広報事業「いいお産の日」　11月 3日（水祝）　グランシップ
③看護師職能委員会Ⅰ（病院領域）　年12回
・3職能合同交流会	 10月 2日（土）（オンライン）	 56名参加
・准看護師研修会	  5月29日（土）（オンライン）	 38名参加
・准看護師進学支援研修会	  2月19日（土）（オンライン）	 18名参加
・中間管理者交流会　第1回	 10月23日（土）（オンライン）		 28名参加
　　　　　　　　　第2回	  1月22日（土）（オンライン）	 25名参加
④看護師職能委員会Ⅱ（介護・福祉関係施設・在宅等領域）　年11回
・3職能合同交流会	 10月 2日（土）（オンライン）	 56名参加
・看護職員研修会　　第1回	  6月23日（水）（オンライン）	 88名参加
　　　　　　　　　第2回	 11月20日（土）（オンライン）	 149名参加
　　　　　　　　　第3回	 12月10日（金）（オンライン）	 105名参加
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(2) 医療安全の推進

(3) 看護制度に関する
事業

①医療安全情報の発信　
・看護しずおかへ「医療安全推進のための取り組み」として医療安全情報を6回掲載
②医療・看護安全相談　相談件数：34名　相談者：看護職　8名、県民26名

①准看護師の進学と資質向上への支援
・看護師2年課程（通信制）に関する情報提供　　
・修学金制度の周知
②看護関連政策の充実
・静岡県への要望　　　・静岡県議会への要望　　　・静岡県看護連盟との連携
③特定行為研修受講者の増加に向けた広報普及と研修修了者の活動支援（県共催）
・特定行為研修に係る交流会～特定行為研修修了者が現場にいるメリット～
　令和4年1月12日（水）（オンライン）　参加者　158名
・看護師特定行為研修　指定研修機関意見交換会
　令和4年3月15日（火）　参加者　9特定行為研修指定研修機関から16名
④看護基礎教育における課題検討に関する研修及び情報交換会の開催（コロナ感染症
拡大防止のため開催せず）

○事業項目３　看護職の労働環境等の改善及び就業促進に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 働き続けられる職
場環境づくりの推
進

(2) 看護職の確保・定
着及び就業支援の
推進

①看護職の労働条件・労働環境改善
・第1回労働環境に関する研修会　「大人の発達障害を理解する」
　8月21日（土）　オンライン　　157名受講
・第2回労働環境に関する研修会
　「ハラスメント対応について学ぶ」　「新型コロナ禍のメンタルヘルス対策」
　12月 4日（土）静岡県看護協会（オンライン）　61名受講
・「ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場づくり）を目指して－みんなで取り組む
　ステップ1～5－【JNAオンデマンド研修138】オンデマンド活用研修
　12月22日（水）　静岡県看護協会　　11名受講
・看護しずおかへ「医療安全推進のための取り組み」として医療安全情報を6回掲載
　（再掲）　
・ふじのくに医療勤務環境改善支援センターとの連携推進

①ナースバンク事業
・看護職離職時等届出制度の推進、ｅナースセンター登録と活用による就業促進
・求人施設との連携強化（求人施設訪問：電話）　　　
・ハローワーク等における移動相談（16カ所）
・施設参加によるミニ相談会（15カ所）
②潜在看護職員等再就業支援事業の強化
・再就業支援コーディネーターによる退職時届出の管理と再就業支援
・再就業研修（3日間）7回実施（中部3回、西部2回、東部2回）：91名受講
・体験型再就業チャレンジ研修（病院・訪問看護ステーション）：受講者なし
・eラーニング再就業支援研修：102名受講※新人看護職員も対象としたが申込なし
・求人・求職マッチング強化
・地域でつくる協働開催型就業相談会（ナースのお仕事フェア）：6地域で計画したが開
催は1地域（コロナまん延防止等措置期間のため5地域中止）
・県外看護職・看護学生に静岡県への移住・地元就職の促進（県外の看護大学・専門学校
への働きかけ：お仕事ガイドブック送付、静岡県主催の移住フェア3回参加）
・基礎看護技術演習（本所、東部・西部支所の3会場で実施：延177名受講）
　※本所に看護技術シミュレーションコーナーの設置
③看護職への進路選択の推進
・看護学校等進路説明・相談会：県内看護師等学校養成所の紹介動画を作成、ホームペー
ジ上に掲載
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・高校生向け広報誌の発行：「ナースへGO！進路編」希望の高校生へ3,058冊発送
・看護職こころざし育成セミナー：3会場で開催し、計379名の高校生が出席
・小・中学生向け広報誌の発行にむけて準備
④看護の心普及・啓発等
・看護の日・週間記念事業：11月3日（祝）グランシップで開催、161名の来場あり
・看護の出前授業（小・中学校、高等学校67回実施、6,929名が受講）　　　　
⑤離職防止対策の推進
・相談機能の充実　（悩み事相談：看護学生の就学継続・看護職の就業継続支援）
・県内看護師等学校養成所訪問/オンライン訪問（卒業生を対象に県の人材確保政策、看
護協会、ナースセンター広報とキャリアサポート等説明）：希望のあった12校で実施
・新人看護職員の施設内教育指導者との連携（新人看護職員離職防止に関する講演会）：
82名受講（36施設）
・再就業者フォローアップ研修（開催（1回）と近況伺いの葉書郵送）　　
・セカンドキャリアセミナー（東・中部で計2回開催：35名受講）
⑥調査・情報提供
・退職者（個人）調査：303件回収
・退職（施設）調査：県内病院を対象に実施、回収率68.4％
・新人看護職員アンケート：200床以上の病院62施設対象に実施　

施設長回答率58.0％、新人看護職員218名回答
⑦ナースセンター事業の広報
・ナースセンター専用サイトとメールマガジンの活用
・ナースセンターだよりプラス発行（年3回）
⑧職員の資質向上に関すること
・職員研修（年2回）
⑨「新型コロナウイルスワクチン接種業務」就業準備金給付申請書発行：979件

○事業項目４　在宅ケアの推進及び支援に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 訪 問看護ステー
ション・居宅介護
支援事業所の運営
及び地域支援

(2) 市、地域包括支援
センター等との連
携協働

(3) 訪問看護サービス
の質向上及び人材
育成

①協会立訪問看護ステーション・指定居宅介護支援事業所の運営
　訪問看護実績：訪問看護利用者延数　7,475名　訪問看護延件数　36,952件
　居宅介護支援事業実績：居宅サービス計画数1,894件　介護予防ケア計画数39件
②地域支援（新型コロナウイルス感染症感染対策のため活動中止または縮小）
・訪問看護ステーション清水・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ清水
介護者の会「さくらばしサロン」は対面を避け、はがき送付、電話にて状況確認、家
族フォロー実施

・訪問看護ステーション大東・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ大東
癒しのケアとして職員がハンドケアを体験、技術を習得

・訪問看護ステーション掛川・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ掛川
スイートピー通信配布（利用者ご遺族へスイートピー通信を郵送）
夜間災害発生を想定した救護所訓練へ参加

①行政、看護・介護、福祉等多職種と連携した総合的支援による訪問看護サービスの提
供促進のために、地域会議への出席
②地域包括支援センターと訪問看護ステーションとの合同会議、研修会、医療・介護関
係者の事例検討会の開催
　
①訪問看護師養成講習会（一部オンライン）
「訪問看護eラーニング」を活用した訪問看護人材養成基礎カリキュラム
8月5日（木）・11月2日（火）・12月1日（水）・令和4年1月27日（木）
静岡県看護協会　28名受講　集合研修4日間　実習2日間

09



②看護職員管理者の相互研修
　「暮らしをつなげる看護職員のための研修」（再掲）
③訪問看護における｢特定行為に係る看護師の研修制度｣活用促進
④訪問看護出向研修支援事業（県受託）
・5病院・5訪問看護ステーションが参加

出向元施設名 出向先施設名 出向期間

藤枝市立総合病院 焼津北訪問看護ステーション 10月1日～12月31日

菊川市立総合病院 訪問看護ステーション小笠 10月1日～12月31日

すずかけヘルスケア
ホスピタル 訪問看護ステーションいわた ①7月1日～9月30日

②10月1日～12月31日

沼津市立病院 聖隷訪問看護ステーション千本 6月21日～9月17日

JA静岡厚生連
静岡厚生病院 訪問看護ステーションはとり 11月1日～令和4年1月31日

⑤訪問看護職員の病院への交流研修事業
・9訪問看護ステーション　11病院、14名が参加

研修元施設名 研修先施設名 研修期間

聖隷訪問看護ステーション千本
（2名）

①静岡県立静岡がんセンター
②沼津市立病院

 5日間
10日間

ウエルライフ地域リハビリテーショ
ンセンター（2名）

①磐田市立総合病院
②中東遠総合医療センター

 2日間
 2日間

訪問看護ステーションいわた（1名） すずかけヘルスケアホスピタル  5日間

訪問看護ステーション清水（1名） ①静岡市立清水病院
②静岡県立静岡がんセンター

 3日間
 2日間

訪問看護ステーション小笠（3名） 菊川市立総合病院  3日間

つどいのおか訪問看護ステーション
（2名）

①静岡赤十字病院
②静岡市立静岡病院

 4日間
 4日間

訪問看護ステーションはとり（1名） JA静岡厚生連静岡厚生病院  1日間

訪問看護ステーション富士見（1名） すずかけヘルスケアホスピタル  2日間

焼津北訪問看護ステーション（1名） 藤枝市立総合病院  5日間

⑥訪問看護出向研修支援事業報告会及び訪問看護職員の病院研修事業報告会
令和4年3月7日（月）静岡県看護協会　
・第1部　訪問看護出向研修支援事業報告会　　51名参加
・第2部　講演会及び訪問看護職員の病院研修事業報告会　　57名参加
・訪問看護出向研修支援事業報告書作成関係機関へ配布
⑦訪問看護総合支援センター試行事業（日本看護協会受託）
＊静岡県訪問看護ステーション協議会と共同実施
・訪問看護管理者育成委員会　　　4回開催
・訪問看護管理者育成委員会部会　8回開催
・訪問看護管理者育成プログラム～共に学び共に成長するために～を作成、静岡県下全
訪問看護ステーションへ配布

	(4) 訪問看護関係団体
との連携

①静岡県看護協会・静岡県訪問看護ステーション協議会連携会議
・第１回　令和4年3月23日（水）　32名参加
②静岡県看護協会と静岡県訪問看護ステーション協議会と日本看護協会「訪問看護総
合支援センター試行事業」を共同受託し、訪問看護総合支援センター機能強化に向け、
訪問看護管理者育成委員会を4回開催（再掲）
③日本訪問看護財団との連携
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○事業項目５　地域住民の健康の保持増進及び福祉の向上に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 地域看護活動の推　
進

(2) 他機関、団体との
連携活動

(3) ストレス緩和への
支援

①8地区支部の活動	
・まちの保健室Ⅰ型は、一部感染対策及び相談者を特定し開催
Ⅱ型（イベント型）は、中止。
＊まちの保健室等の公衆衛生活動事業（県の助成）の一部を変更し、県民に「健康
作りカレンダー」「食生活カレンダー」を地域包括支援センターや病院窓口、老人
福祉センター経由で県民に配布

・災害看護地区研修は、感染状況を考慮し4地区で開催
・可能な範囲で看護教室・マタニティスクールの開催　　　
・市民講演会の開催中止
・いのちを大切にする授業、出前授業（ナースセンターとの共催）の開催
・看護の日・週間記念行事の開催
・地域防災訓練の開催があった地区では参加　　　　　
・地域行政や関係団体との協議会、連絡会等への出席
・地区支部集会・看護実践報告会（オンライン）開催
・陸上大会、スポーツ大会等への救護派遣
②病院・施設との看看連携・協働等
・令和3年度看看連携を基盤とした地域包括ケア推進支援事業　3地域参加
「災害ボランティアナースの会　Koaナース焼津」
「災害ボランティアナースの会　Koaナース御前崎」
「災害ボランティアナースの会　Koaナース牧之原・吉田」	
キックオフの会　7月7日（水）開催
③看看連携を基盤とした地域包括ケア推進支援事業として3地域参加し、災害ボラン
ティアナース育成と登録制度への取り組みの実施

①しずおか元気応援フェア　開催中止
②メディメッセージ2021	　開催中止	
③あざれあメッセ　静岡地区支部　オンライン開催のため参加せず
　
①「ケアする人のケア」
（新型コロナウイルス感染症対策のため活動中止または縮小）
各訪問看護ステーションにおける在宅でケアする人、看護・介護職員へのストレス緩
和支援の実施

○事業項目６　防災及び災害支援に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 防災対策に関する
事業

(2) 災害時の看護支援
活動の整備

①防災計画に沿った活動
・防災会議開催　　・衛星携帯電話の保守・活用　　・備蓄品の確保
②静岡県総合防災訓練への参画　中止
③地区支部における市町の防災会議への参画
④災害看護フォーラムの開催　　11月12日（金）（オンライン）　429名参加
⑤看看連携を基盤とした地域包括ケア推進支援事業として3地域参加し、災害ボラン
ティアナース育成と登録制度への取り組みの実施（再掲）

①災害支援ナース育成のための研修実施
・災害看護地区研修の実施　　4地区で開催
・災害支援ナース育成研修の実施
　前半【JNA収録DVD研修】災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～
　　　　12月16日（木）・17日（金）	39名参加
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(3) 日本災害看護学会

後半【講義・演習】災害支援ナースの実際（2日間）　
　　　5月11 日（火）・12 日（水）　36 名参加　※R2年度未実施分
　　　R3年度1月　開催中止
・災害支援ナースの登録・管理　　登録者　375 名
・災害支援ナース登録者研修の実施　「災害看護フォーラム」への参加

11 月12 日（金）（オンライン）429 名参加（内	災害支援ナース登録者277 名）
・災害支援ナース派遣後の交流会　　	10 月29 日（金）　21 名参加
②日本看護協会「災害時支援ネットワークシステム」による災害支援ナースの派遣合
同調整訓練への参加　　11 月9 日（火）～11 日（木）
③災害支援ナース派遣に関するサポート体制の整備等
④災害看護一般研修Ⅰ、Ⅱの実施　	　Ⅰ　6月25 日（金）67 名参加　
　　　　　　　　　　　　　　　　		Ⅱ　開催中止
⑤行政・他団体と連携した医療救護活動体制の構築
⑥災害支援ナース備品の整備
⑦看看連携を基盤とした地域包括ケア推進支援事業として3地域参加し、災害ボラン
ティアナース育成と登録制度への取り組みの実施（再掲）
⑧感染管理認定看護師の派遣事業（令和3年度から病院協会に委託先変更）
⑨新型コロナウイルス感染症相談窓口　
⑩新型コロナウイルス感染症自宅療養者及び濃厚接触者健康観察事業（県受託）
　令和3年4月1日～令和4年3月31 日の実績
　自宅療養者	153,234 名　濃厚接触者	57,310 名　合計210,544 名の健康観察実施
⑪新型コロナワクチン接種研修会開催（県受託）
　東部・中部・西部地区3会場　各3回開催　合計9回開催　398 名参加
⑫新型コロナウイルスワクチン接種副反応相談窓口事業（県受託）
　令和3年4月1日～令和4年3月31 日まで　相談件数　延べ21,498 件
⑬新型コロナウイルス感染症入院待機施設看護師確保事業（県受託）
　県内3入院待機施設稼働　令和4年2月15 日～28 日（14 日間）
　看護師25 名従事
⑭沖縄県へ看護職員派遣要請への対応（日本看護協会）
　沖縄県内の宿泊療養施設へ　令和4年1月15 日～2月13 日
　潜在看護師2名派遣（各2週間）

日本災害看護学会組織会員として協力

○事業項目７　　その他・本会の目的を達成するために必要な事業
　・公益目的事業

事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 広報

(2) 施設の貸与

①広報委員会活動
・「看護しずおか」年6回発行　　　　・モニター会議の開催　8月2日（月）
・看護関連情報及び看護協会事業活動の更新
②県民及び他機関・他団体への広報強化
・マスコミを通じた広報活動　　　　	・看護協会パンフレットの作成・普及
③看護の心普及・啓発等（再掲）
・看護の日・週間記念行事（再掲）　	・看護の出前授業（再掲）

看護に関する研修会等を行う関係団体への研修室・会議室の貸出
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　・収益事業等会計

(1) 会員・役員支援

(2) 看護研究費助成

①会員の福利厚生
・各種表彰・受章候補者の推薦
ア　叙勲　令和3年春　瑞宝双光章　西郷美智子
　　　　　　　　　　　瑞宝単光章　増田澄恵
　　　　　　　　　　　瑞宝単光章　鈴木美恵子
イ　令和3年度日本看護協会長表彰
　　齋藤伸子　永井茂子　沼倉町枝　増田良江　村松敬子
ウ　令和3年度静岡県看護協会長表彰
　　野﨑敦子　杉村千春　　永井　梓　太田恵美　　稲葉やす子　松前勝美
　　池谷綾子　勝間田敏宏　西岡恵美　爪田久美子　小野田弓恵　櫻井真理子
・慶弔見舞　　・災害見舞
②役員・委員の損害保険対応　・日本看護協会「看護職賠償責任保険制度」の紹介

①看護研究費助成事業　1件
②看護職員海外研究視察奨励助成事業　0件

　・法人会計

(1) 協会組織の強化

(2) 円滑な組織運営

①公益社団法人としての組織整備
・諸規定の整備
・地区支部活動の推進
②会員数の増加促進
・協会のしおり等の送付　　・看護学校行事等への出席（入学式・卒業式祝電対応）
・退職会員への加入継続の奨励
○会員の内訳と前年比較

保健師 助産師 看護師 准看護師 総				数
就業者数 R2 1,727 976 34,536 5,977 43,216

会員数 R3 522 873 20,367 680 22,442
R2 539 847 19,915 702 22,003

入会率 R3 30.2％ 89.4％ 58.9％ 11.3％ 51.9％
R2 31.2％ 86.7％ 57.6％ 11.7％ 50.9％

　　※就業者数は令和2年12月31日実施　静岡県医療従事者調査による。
③新入会員研修会　　6回開催　計508名参加
④地区支部との支援と連携強化　
⑤活動拠点の整備・充実

①運営に関する会議
・定時総会　　6月29日（火）静岡県看護協会　第1研修室
参加者　52名　　委任状　18,139名　　計		18,191名
・理事会　5回開催
・常任理事会　12回開催
・医療・福祉施設等看護代表者会議　
第1回　5月18日（火）（オンライン）　145名参加
第2回　1月19日（水）（オンライン）　 93名参加
　　　　1月21日（金）（オンライン）　 51名参加
・委員長・地区支部長合同会議　
第1回　10月19日（火）　24名参加
第2回　12月14日（火）　25名参加
・地区支部長連絡会議
第1回　 5月25日（火）　11名参加
第2回　12月21日（火）　24名参加
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(3) 会員サービスの充
実

(4) 渉外活動

(5) 施設管理・運営

・地区支部会議　　7月19日（月）　　20名参加
・総会運営会議　　6月2日（水）　・選挙管理委員会　12月27日（月）
・推薦委員会　3回　　　	・特別委員会　3回～6回
・看護協会･訪問看護ステーション協議会連携会議　3月23日（水）
②役員・委員の資質向上　　　　
・役員委員研修会　　10月16日（土）　69名参加
③日本看護協会との連携
・通常総会　　6月9日（水）
・理事会　年5回以上　 （オンライン）　・代議員研修会　　　（オンライン）
・地区別法人会員会　　（オンライン）　・全国職能委員長会　（オンライン）
・地区別職能委員長会　（オンライン）　・政策責任者会議　　（オンライン）
・看護労働担当者会議　（オンライン）　・会員情報管理情報交換会（オンライン）
・教育担当者会議　　　（オンライン）　・災害看護担当者会議（オンライン）
・ナースセンター事業担当者会議　（オンライン）
・広報担当役員会議　　（オンライン）
・公益法人運営に関する勉強会　（オンライン）

①看護協会ホームページの活用推進
②図書室の管理・運営
③ナースシップ利用への支援
・新規・継続申し込みの受付
・会員入会手続きに関する案内と対応

①関連機関・関係団体との連携
・会議への参加　　　　　　　・後援、推薦、協賛依頼への協力

①看護協会会館の維持管理　　　　②施設設備の整備・保守・管理
③備品の管理　　　　　　　　　　④図書室の充実

以上、その他事業報告等の補足すべき重要な事項はないので附属明細書は作成しておりません。
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0

4．
医
療
保
険
収
益

12
6,8
47
,04
3

12
8,1
26
,57
2

△
	1,
27
9,5
29

基
本
療
養
費

58
,68
2,5
23

58
,30
2,2
12

38
0,3
11

管
理
療
養
費

57
,75
9,3
90

59
,16
5,5
20

△
	1,
40
6,1
30

情
報
提
供
療
養
費

2,5
68
,00
0

2,3
77
,50
0

19
0,5
00

タ
ー
ミ
ナ
ル
療
養
費

1,2
25
,00
0

1,6
00
,00
0

△
	37
5,0
00

交
通
費
負
担
金

5,0
24
,70
0

4,9
53
,30
0

71
,40
0

実
費
訪
問
料

1,4
28
,55
0

1,6
16
,60
0

△
	18
8,0
50

Ａ
Ｌ
Ｓ
等
患
者
利
用
料

15
8,8
80

11
1,4
40

47
,44
0

5．
介
護
保
険
収
益

23
3,7
09
,32
7

23
9,3
83
,07
2

△
	5,
67
3,7
45

居
宅
訪
問
看
護
収
益

21
8,2
05
,36
3

22
2,3
87
,41
1

△
	4,
18
2,0
48

介
護
予
防
訪
問
看
護
収
益

15
,39
0,0
14

16
,98
0,3
77

△
	1,
59
0,3
63

介
護
実
費
訪
問
料
収
益

11
3,9
50

15
,28
4

98
,66
6

6．
居
宅
介
護
支
援
収
益

24
,21
5,6
53

21
,66
5,0
35

2,5
50
,61
8

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
収
益

24
,01
4,0
91

21
,49
3,9
60

2,5
20
,13
1

介
護
予
防
支
援
収
益

20
1,5
62

17
1,0
75

30
,48
7

7．
受
講
料
収
益

33
,58
7,9
80

21
,06
1,3
10

12
,52
6,6
70

受
取
受
講
料

32
,92
0,6
00

20
,68
1,5
10

12
,23
9,0
90

受
取
資
料
代

66
7,3
80

37
9,8
00

28
7,5
80

8．
受
取
委
託
金
等

29
5,7
20
,19
0

15
4,2
29
,15
7

14
1,4
91
,03
3

静
岡
県
等
受
取
助
成
金

2,5
64
,00
0

9,3
04
,00
0

△
	6,
74
0,0
00

静
岡
県
等
受
取
委
託
金

27
0,8
04
,35
8

12
2,4
10
,34
2

14
8,3
94
,01
6

日
看
協
受
取
助
成
金
等

9,1
39
,16
0

9,1
11
,23
0

27
,93
0

日
看
協
受
取
委
託
金
等

6,8
53
,64
9

5,7
61
,61
8

1,0
92
,03
1

医
療
連
携
業
務
委
託
収
益

6,3
59
,02
3

7,5
96
,29
2

△
	1,
23
7,2
69

両
立
支
援
助
成
金

0
45
,67
5

△
	45
,67
5

9．
受
取
寄
付
金

9,7
85
,36
7

9,7
43
,36
7

42
,00
0

受
取
寄
付
金

1,2
42
,00
0

1,2
00
,00
0

42
,00
0

受
取
寄
付
金
振
替
額

8,5
43
,36
7

8,5
43
,36
7

0
10
．
雑
収
益

1,3
57
,01
1

1,5
34
,48
9

△
	17
7,4
78

会
館
使
用
料

74
,36
0

40
,15
0

34
,21
0

受
取
利
息

60
1

2,2
44

△
	1,
64
3

受
取
図
書
販
売
手
数
料

7,3
26

8,5
14

△
	1,
18
8

雑
収
益

1,2
74
,72
4

1,4
83
,58
1

△
	20
8,8
57

経
常
収
益
計

85
9,7
11
,48
8

70
6,1
10
,54
7

15
3,6
00
,94
1

科
　
　
　
目

令
和
３
年
度

令
和
２
年
度

増
減

(2)
		経
常
費
用

1．
事
業
費

75
1,7
26
,77
7

61
8,9
23
,14
4

13
2,8
03
,63
3

役
員
報
酬

16
,76
6,3
94

16
,69
5,6
26

70
,76
8

給
料
手
当

18
9,6
04
,01
7

19
4,8
44
,17
0

△
	5,
24
0,1
53

臨
時
雇
賃
金

24
4,1
65
,52
8

14
9,5
06
,31
9

94
,65
9,2
09

退
職
給
付
費
用

12
,77
8,5
60

12
,67
2,2
20

10
6,3
40

役
員
退
職
慰
労
引
当
金
繰
入
額

99
3,0
76

99
1,9
99

1,0
77

福
利
厚
生
費

63
,38
2,9
98

57
,86
0,5
08

5,5
22
,49
0

賞
与
引
当
金
繰
入
額

15
,15
3,4
09

15
,19
7,6
97

△
	44
,28
8

役
員
賞
与
引
当
金
繰
入
額

1,3
55
,73
1

1,3
55
,73
1

0
会
議
費

75
8,2
70

62
6,4
31

13
1,8
39

旅
費
交
通
費

9,3
92
,69
3

7,4
37
,33
7

1,9
55
,35
6

通
信
運
搬
費

15
,08
1,0
05

13
,25
8,2
76

1,8
22
,72
9

減
価
償
却
費

32
,01
0,9
23

30
,03
9,1
62

1,9
71
,76
1

消
耗
備
品
費

74
9,3
20

1,9
84
,06
4

△
	1,
23
4,7
44

消
耗
品
費

12
,58
3,3
16

13
,25
1,4
98

△
	66
8,1
82

修
繕
費

66
6,4
88

1,0
92
,03
5

△
	42
5,5
47

印
刷
製
本
費

11
,62
5,6
97

12
,73
7,9
44

△
	1,
11
2,2
47

燃
料
費

2,4
15
,08
3

2,1
15
,48
1

29
9,6
02

光
熱
水
料
費

3,7
31
,03
9

2,9
34
,05
4

79
6,9
85

賃
借
料

18
,17
8,7
78

22
,73
7,9
79

△
	4,
55
9,2
01

保
険
料

2,1
84
,68
5

1,6
12
,19
5

57
2,4
90

諸
謝
金

27
,20
9,9
36

15
,67
5,8
50

11
,53
4,0
86

租
税
公
課

13
,16
8,2
26

11
,91
8,2
29

1,2
49
,99
7

支
払
負
担
金

18
,14
6,5
05

18
,07
3,0
77

73
,42
8

支
払
助
成
金

1,7
58
,88
0

81
1,9
61

94
6,9
19

委
託
費

37
,68
6,2
20

13
,33
9,0
61

24
,34
7,1
59

支
払
寄
付
金

20
,00
0

0
20
,00
0

雑
費

16
0,0
00

15
4,2
40

5,7
60

2．
管
理
費

51
,13
6,7
32

57
,22
2,7
61

△
	6,
08
6,0
29

役
員
報
酬

12
,70
9,0
69

12
,13
9,7
75

56
9,2
94

給
料
手
当

10
,13
8,2
81

8,8
43
,85
3

1,2
94
,42
8

臨
時
雇
賃
金

24
,36
0

2,2
40
,91
1

△
	2,
21
6,5
51

退
職
給
付
費
用

38
6,0
40

40
6,5
80

△
	20
,54
0

役
員
退
職
慰
労
引
当
金
繰
入
額

61
9,6
13

61
7,9
99

1,6
14

福
利
厚
生
費

3,4
54
,34
7

3,6
30
,63
3

△
	17
6,2
86

賞
与
引
当
金
繰
入
額

72
6,6
86

53
3,0
84

19
3,6
02

役
員
賞
与
引
当
金
繰
入
額

84
4,6
01

84
4,6
01

0
会
議
費

10
6,1
90

89
,99
6

16
,19
4

旅
費
交
通
費

82
9,2
20

36
9,3
10

45
9,9
10

通
信
運
搬
費

1,5
79
,31
7

1,5
35
,59
8

43
,71
9

減
価
償
却
費

3,0
57
,60
1

2,4
64
,18
1

59
3,4
20

消
耗
備
品
費

0
57
,76
0

△
	57
,76
0

消
耗
品
費

1,0
26
,62
4

1,0
08
,20
7

18
,41
7

修
繕
費

71
8,7
18

1,0
95
,33
6

△
	37
6,6
18

印
刷
製
本
費

62
2,4
42

46
1,9
12

16
0,5
30

光
熱
水
料
費

38
3,0
76

43
0,0
91

△
	47
,01
5

賃
借
料

50
8,5
97

62
7,4
07

△
	11
8,8
10

保
険
料

42
1,0
85

53
8,2
41

△
	11
7,1
56

諸
謝
金

2,3
34
,74
0

2,0
68
,00
0

26
6,7
40

租
税
公
課

3,0
66
,67
4

7,8
14
,57
1

△
	4,
74
7,8
97

支
払
負
担
金

5,0
83
,54
9

5,0
01
,24
1

82
,30
8

委
託
費

2,4
75
,90
2

4,4
03
,47
4

△
	1,
92
7,5
72

雑
費

20
,00
0

0
20
,00
0

経
常
費
用
計

80
2,8
63
,50
9

67
6,1
45
,90
5

12
6,7
17
,60
4

当
期
経
常
増
減
額

56
,84
7,9
79

29
,96
4,6
42

26
,88
3,3
37

科
　
　
　
目

令
和
３
年
度

令
和
２
年
度

増
減

２
.	経
常
外
増
減
の
部

(1)
		経
常
外
収
益

経
常
外
収
益
計

0
0

0
(2)
		経
常
外
費
用

貸
倒
損
失

0
12
,00
0

△
	12
,00
0

貸
倒
損
失

0
12
,00
0

△
	12
,00
0

経
常
外
費
用
計

0
12
,00
0

△
	12
,00
0

当
期
経
常
外
増
減
額

0
△
	12
,00
0

12
,00
0

他
会
計
振
替
額

0
0

0
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

56
,84
7,9
79

29
,95
2,6
42

26
,89
5,3
37

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

1,0
04
,65
7,1
07

97
4,7
04
,46
5

29
,95
2,6
42

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

1,0
61
,50
5,0
86

1,0
04
,65
7,1
07

56
,84
7,9
79

Ⅱ
　
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

　
　
特
定
資
産
受
取
利
息

19
3,6
00

19
3,6
00

0
特
定
資
産
受
取
利
息

19
3,6
00

19
3,6
00

0
　
　
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

8,7
36
,96
7

8,7
36
,96
7

0
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

8,7
36
,96
7

8,7
36
,96
7

0
　
当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

△
	8,
54
3,3
67

△
	8,
54
3,3
67

0
　
指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

76
3,1
24
,85
8

77
1,6
68
,22
5

△
	8,
54
3,3
67

　
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

75
4,5
81
,49
1

76
3,1
24
,85
8

△
	8,
54
3,3
67

Ⅲ
		正
味
財
産
期
末
残
高

1,8
16
,08
6,5
77

1,7
67
,78
1,9
65

48
,30
4,6
12

16



財　　産　　目　　録
令和 4年 3月 31 日現在

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）
現金 現金手許有高 運転資金として　（事務局、ステーション） 91,971
普通預金 スルガ銀行静岡支店 運転資金として　（事務局、ステーション） 38,889,577

スルガ銀行清水高橋支店 運転資金として　（地区支部） 36,926
スルガ銀行熱海駅支店 運転資金として　（地区支部） 85,710
スルガ銀行長泉支店 運転資金として　（地区支部） 113,676
静岡銀行本店営業部 運転資金として　（事務局） 135,800
静岡銀行駅南支店 運転資金として　（事務局、ステーション、地区支部） 165,753,039
静岡銀行清水中央支店 運転資金として　（ステーション） 761,998
静岡銀行大東支店 運転資金として　（ステーション） 866,496
静岡銀行掛川東支店 運転資金として　（ステーション） 834,097
静岡銀行見付支店 運転資金として　（ステーション） 530,000
静岡銀行島田支店 運転資金として　（地区支部） 61,820
静岡銀行御前崎中央支店 運転資金として　（地区支部） 20,395
三島信用金庫東伊豆支店 運転資金として　（地区支部） 25,947
清水銀行富士川支店 運転資金として　（地区支部） 141,873

郵便振替口座 ゆうちょ銀行名古屋貯金事務センター 運転資金として　（事務局） 6,754
定期預金 静岡銀行駅南支店 運転資金として　（ステーション） 20,000,000
未収金 医療保険収入、介護保険収入、委託金他 131,462,291
前払金 4月分家賃、保険料、年間図書購読料他 3,052,668

流動資産合計 362,871,038
（固定資産）
基本財産

土地 駿河区南町 14 番 25 号 共用財産であるため、使用面積の割合により下記のとおり按分している 300,000,000
共有持分 3579.91㎡の内 100 万分の 57,214 82％（期末帳簿価格 246,000,000 円）は公益目的保有財産とし

て使用している
18％（期末帳簿価格 54,000,000 円）は法人管理活動の用に供
する財産として使用している

建物 3階部分専有面積 1436.72㎡ 共用財産であるため、使用面積の割合により、下記のとおり按分している。 318,715,052
82％（期末帳簿価格 261,346,343 円）は公益目的保有財産とし
て使用している
18％（期末帳簿価格 57,368,709 円）は法人管理活動の用に供する
財産として使用している

投資有価証券 利付国債・県公債等	　日興証券他 運用益を管理業務の財源として使用している 117,414,355
定期預金 静岡銀行駅南支店 運用益を管理業務の財源として使用している 25,000,000

特定資産 退職給付引当資産 定期預金・普通預金　静岡銀行 職員に対する退職金の支払いに備えたもの 116,836,900
役員退職慰労引当資産 普通預金　静岡銀行 役員に対する退職慰労金の支払いに備えたもの 4,167,772
看護会館再取得積立資産 県公債・定期預金・普通預金　スルガ銀行他 資産取得資金であり看護会館再取得のために備えたもの 468,682,128
減価償却引当資産 定期預金　静岡銀行 看護会館再取得のために備えたもの 70,482,778
会館維持管理引当資産 県公債・普通預金　スルガ銀行 看護会館再取得のために備えたもの 10,020,000
看護会館建設資金引当資産 市債	・定期預金　静岡銀行 看護会館再取得のために備えたもの 34,075,211
看護会館修繕積立資産 定期預金　静岡銀行 看護会館の修繕・改修等に備えたもの 21,500,000
訪問看護事業運営積立資産 利付国債・県公債・定期預金　静岡銀行他 訪問看護事業の運営に備えたもの 219,766,499
什器備品 衛星携帯電話 080-2646-7621 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している 1

その他固定資産
看護師等修学貸与資産 普通預金　静岡銀行 公益目的保有財産であり、看護職の就業促進の用に供して 14,910,000

事業貸付金 いる（預金 12,660,000 円、貸付金 2,250,000 円）
准看護師進学修学貸与資産 普通預金　静岡銀行 共益事業－准看護師に対する進学支援事業の用に供している　 7,825,000

事業貸付金 （預金 6,206,000 円、貸付金 1,619,000 円）
リース資産 事務機器他 管理運営の用に供している 3,191,686

研修システム、公用車他 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している 56,808,003
什器備品 応接セット、書庫他 管理運営の用に供している 540,801

研修室備品、訪問看護 ST事務機器他 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している 469,409
建物附属設備 訪問看護ＳＴ掛川の空調設備他一式他 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している 839,844
構築物 訪問看護ＳＴ大東のカーポート 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している 1,532,334
ソフトウエア 経理ソフト、給与ソフト 管理運営の用に供している 54,880
電話加入権 静岡局 202-1750 他 10 本 管理運営の用に供している 1,001,114
敷金 訪問看護ＳＴ清水、西部・志太榛原地区支部 管理運営の用に供している 1,296,315
保証金 東部地区支部 管理運営の用に供している 240,000

固定資産合計 1,795,370,082
資産合計 2,158,241,120

（流動負債）
未払金 旅費謝金、給料他 38,329,472
前受金 令和 4年度会費・入会金 公益目的事業及び管理運営の支出に供する会費等の前受け 103,554,300
預り金 令和 3年度分雇用保険料　他 1,185,983
賞与引当金 令和 3年度負担額 15,880,095
役員賞与引当金 　　　〃 2,200,332

流動負債合計 161,150,182
（固定負債）

リース債務 日立ｷｬﾋﾟﾀﾙ NBL、静銀リース他 （法人 3,191,686 円、公益 56,808,003 円） 59,999,689
退職給付引当金 期末退職給付要支給額 職員に対する退職金の支払いに備えたもの 116,836,900
役員退職慰労引当金 　　　〃 役員に対する退職慰労金の支払いに備えたもの 4,167,772

固定負債合計 181,004,361
負債合計 342,154,543
正味財産 1,816,086,577
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報告第２号	 令和４年度　重点事項及び事業計画

　本会は、公益社団法人静岡県看護協会の使命を、人々の人間としての尊厳を維持し、健康で幸福
でありたいという普遍的なニーズに応え、人々の健康な生活の実現に貢献するため、
－　教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図る
－　看護職が生涯をとおし安心して働き続けられる環境づくりを推進する
－　	人々のニーズに応えるために、地域の保健・医療・福祉活動を推進し、看護領域の開発及び展
開を図ると定めている。

　　
　　本会使命を達成するために、令和４年度は以下の重点事項に基づく事業を積極的に展開する。
　
　　１　地域包括ケアを支える看護機能連携体制の強化

（１）円滑に地域とつなぐ連携体制の推進と充実
・地域で活動する地区支部と訪問看護ステーション協議会との連携・協働の仕組みづくり
・三職能の連携強化による地域包括ケアの推進
・地域包括ケアフォーラム開催

（２）病院看護職員と訪問看護ステーション職員の相互出向事業
・病院看護職員の訪問看護ステーション出向事業の強化
・訪問看護ステーション職員の病院への交流研修の実施

（３）看護協会と訪問看護ステーション協議会の連携強化
・訪問看護総合支援の機能強化に向けた取り組み

　　２　看護管理者の看護政策力の強化および連携の強化
（１）看護管理者に向けて看護政策に係る情報提供
（２）認定看護管理者会との連携
（３）地域会議への参画と提言

　　３　看護職の役割拡大の推進と人材育成
（１）社会のニーズに対応した看護実践力の強化
・質の高い看護実践を推進する看護管理者研修の充実　　　　　
・クリニカルラダー活用推進とラダーに連動した継続教育の充実　　　
・認知症に対応できる医療・介護従事者の育成　　　
・医療的ケア児の支援に関わる看護職の育成
・外来看護に関わる看護職の育成　

（２）施設・在宅看護領域を担う看護職の育成
・施設 ･在宅看護領域を担う看護管理者の育成
・訪問看護師・施設看護師の育成

（３）感染管理認定看護師教育B課程の開講に向けての準備
（４）特定行為研修の広報普及と研修修了者の活動支援

　　４　看護基礎教育制度改革の推進
（１）看護基礎教育 4年制化の実現に向けての情報共有
（２）准看護師の進学と資質向上への支援
（３）看護職のあり方に関する基本的な考え方の普及

　　５　看護職の働き方改革の推進
（１）ナースセンター事業の促進
・地域と連携した看護職確保事業の強化
・セカンドキャリア支援と働く場の開拓
・若年層への看護の魅力発進への取り組み
・退職時届け出制の定着
・潜在看護師の掘り起こしと再就職支援
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（２）ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場作り）の推進
・ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場作り）広報普及と活動
・看護職の働き方改革についての調査及び広報活動

　　６　地域における看護職の活動および危機管理体制の推進
（１）災害（自然・感染等）時における危機管理体制の整備
・静岡県看護協会防災計画の見直し
・災害支援ナースの育成支援
・災害に対応できる看護職の育成

（２）静岡県市町行政・他団体と連携した災害発生時の体制整備
・災害ボランティアナースの育成と登録制度の推進、地域活動への支援　　　　　　
・災害看護フォーラムの開催

（３）新興感染症（新型コロナ感染症含む）対策への関係機関との連携支援

　事業計画は、定款第 4条の事業に添って掲載
＊下線は新規 ･変更事業

○事業項目１　教育等看護の質の向上に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 人材育成を促進する
ための継続教育

①看護実践能力の育成
（研修名）
・おさえておきたい糖尿病看護
・生活を支える摂食嚥下リハビリテーション看護－看護職の果たす役割－
・理解を深めよう！がん看護
・みんなで考え、広めよう看護倫理（2日間）
・意思決定プロセスの理解と意思決定における権利擁護【JNAオンデマンド研修】
・その人らしい人生の実現に向けた意思決定支援
・根拠ある看護実践に繋げる理論を学ぶ（2日間）
・臨床判断をOJTで活かして組織の看護力を高めよう（3日間）
・医療や看護を受ける人の意向を尊重した意思決定支援【JNAオンデマンド研修】
②組織的役割遂行能力の育成
（研修名）
・後輩育成に活かすコーチングスキル
・【JNA収録DVD研修】認知症高齢者の看護実践に必要な知識（2日間）
・ぐんぐん伸びる教え方・育て方
・最新の感染予防－在宅・施設における感染予防対策の実際（COVID-19含む）－
・最新の感染予防－感染予防リンクナースの役割－（2日間）
・「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」評価者育成研修
・感染予防の基本と誤嚥を予防する食事介助の基本【JNAオンデマンド研修】（新規）
・今、求められる外来看護（新規）
・小児の在宅療養を支援する看護職の役割
・組織づくりに活かす看護倫理
・倫理や基準を看護実践に結びつけて考えてみよう【JNAオンデマンド研修】（半日）（新規）
・【JNA主催　オンデマンド活用】医療安全管理者養成研修（新規）
・看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
・第1回労働環境に関する研修会「健康な職場づくりにむけ私にもできること」
・第2回労働環境に関する研修会「大人の発達障害を理解する」
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(2) 資格認定教育

(3)	静岡県からの受託研
修

(4) 看護研究	

(5)	学術研究振興支援

③自己教育の推進
（研修名）
・組織で取り組む医療安全　－心理的安全性が高いチーム作り－（新規）
④特別研修
（研修名）
・看護職の働き方改革－管理者が知っておきたい施策と働き方改革の進め方（仮）－（新規）
・【公開講座】サードレベル「組織デザインと組織運営」（新規）
・ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場）を目指して！－みんなで取り組むステップ１～５
－【JNAオンデマンド研修】
⑤職能研修
・新入会員研修

①認定看護管理者教育
（研修名）
・認定看護管理者教育課程　ファーストレベル（23日間）2回開催
・認定看護管理者教育課程　サードレベル（34日間）
・認定看護管理者教育課程　セカンドレベルフォローアップ実践報告
・認定看護管理者教育課程　サードレベルフォローアップ研修（新規）
・小論文・レポートの書き方（2日間）（新規）

①新人看護職員研修
（研修名）
・新人看護職員研修－多施設合同研修－（6日間）
・新人看護職員指導者研修　研修責任者研修（5日間）
・新人看護職員指導者研修　教育担当者研修（5日間）
・新人看護職員指導者研修　実地指導者研修（5日間）
②重症心身障害児（者）対応看護従事者養成研修（2日間）
③看護職員実習指導者等講習会（40日間）
④看護職員実習指導者等講習会－特定分野－（7日間）
⑤看護教員継続研修
・成長段階別新任期（2日間）
・トピックス研修（1日間）
⑥高齢者権利擁護等推進事業「看護実務者研修」（2日間）
⑦看護の質向上促進研修及び認定看護師派遣によるフォローアップ研修
⑧-A研修
・看護職員管理者等の相互研修「暮らしをつなげる看護職員のための研修」（4日間）
⑧-B研修
・看護管理者のための「看護政策力向上」研修（1日）オンライン
⑨静岡県看護職員認知症対応力向上研修「認知症ケア体制構築推進者研修」（3日間）
⑩病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修（DVD研修）

①学会等
・静岡県看護学会
・地区支部による「看護実践報告会」等

①研究能力の育成
（研修名）
・看護研究の第一歩－研究テーマの絞込み－
・看護研究の基礎－研究計画書にトライ－（3日間）
・効果的なプレゼンテーション技法
②看護研究倫理審査
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○事業項目２　看護に係る調査及び研究並びに看護制度の改善への提言に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 保健師・助産師・看
護師業務に係る事業

(2) 医療安全の推進

(3)看護制度に関する事業

①保健師職能委員会　年12回
・3職能合同研修会　　・保健師職能交流会　　・保健師研修会　
・保健師活動指針の普及啓発
②助産師職能委員会　年12回
・3職能合同研修会　　・母子保健における地域包括ケア研修会（仮）（新規）　　
・実践能力強化研修－周産期領域での倫理的課題－　	・助産師交流会
・助産師の役割や業務に関する周知・啓発
③看護師職能委員会Ⅰ（病院領域）　年12回
・3職能合同研修会
・准看護師進学支援　　・外来看護師交流会（2日間）（新規）
④看護師職能委員会Ⅱ（介護・福祉関係施設・在宅等領域）　年12回
・3職能合同研修会　　・看護職員研修会（3回）

①医療安全情報の発信
②医療・看護安全相談

①准看護師の進学と資質向上への支援
・看護師2年課程（通信制）に関する情報提供　　
・修学金制度の周知
②看護関連政策の充実
・静岡県への要望　　　・静岡県議会への要望　　　・静岡県看護連盟との連携
③特定行為研修の広報普及と研修修了者の活動支援
④看護基礎教育における課題検討に関する研修及び情報交換会の開催

○事業項目３　看護職の労働環境等の改善及び就業促進に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 働き続けられる職場
環境づくりの推進

(2) 看護職の確保・定着
及び就業支援の推進

①看護職の労働条件・労働環境改善
・第1回労働環境に関する研修会「健康な職場づくりにむけ私にもできること」
（再掲）
・第2回労働環境に関する研修会「大人の発達障害を理解する」（再掲）
②医療安全情報の周知・啓発（看護しずおかへ掲載）
③労働環境実態調査の実施（新規）
④ふじのくに医療勤務環境改善支援センターとの連携推進

①ナースバンク事業
・看護職離職時等届出制度の推進、ｅナースセンター登録と活用による就業促進
・求人施設との連携強化（求人施設訪問）　　　
・ハローワーク等における移動相談（16カ所）・施設参加によるミニ相談会（14カ所）
②潜在看護職員等再就業支援事業の強化
・再就業支援コーディネーターによる再就業支援
・再就業研修：３日間（本所３回、東・西部各2回、計7回開催）
・潜在看護職、新型コロナウイルス感染症看護スキルアップ研修（新規）
・体験型再就業チャレンジ研修（病院・訪問看護ステーション）
・eラーニング復職支援研修
・地域でつくる協働開催型就業相談会（ナースのお仕事フェア）：5～10地域
・静岡県への移住・地元就職の促進（県外の看護大学訪問と移住フェアへの参加）
・基礎看護技術演習（本所、東部・西部支所の3会場で実施）　　
③看護職への進路選択の推進
・看護学校等進路説明・相談会　　　
・高等学校進路指導担当者への進路案内（新規）
・高校生1日ナース体験　　　　　　	・看護職こころざし育成セミナー　

21



・小中学生・高校生向け広報誌の発行
④看護の心普及・啓発等
・看護の日・週間記念事業
・看護の出前授業　　　　
⑤離職防止対策の推進
・相談機能の充実　（悩み事相談：看護職の就業継続支援、看護学生の就学継続、高校生・准看護師
等の進学支援）
・施設訪問（看護管理者と情報交換、ナースセンター広報とキャリアサポート等）
・新人看護職員の施設内教育指導者との連携及び相談対応
・新人看護職員：離職防止に関する研修
・新人看護職員在籍施設職員：離職防止に関する研修
・再就業者フォローアップ研修（年間2回）　　
・セカンドキャリアセミナー（東・中・西部各1回、計3回）
⑥調査・情報提供
・退職者（個人）調査
・退職（施設）調査
⑦ナースセンター事業の広報
・ナースセンター専用サイトとメールマガジンの活用
・ナースセンターだよりプラス発行（年3回）
⑧職員の資質向上に関すること
・職員研修（年2回）
・訪問看護体験研修（対象：訪問看護体験のない就業相談員）

○事業項目４　在宅ケアの推進及び支援に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 訪問看護ステーショ
ン・居宅介護支援事
業所の運営及び地域
支援

(2) 市、地域包括支援セ
ンター等との連携協
働

(3) 訪問看護サービスの
質向上及び人材育成

①協会立訪問看護ステーション・指定居宅介護支援事業所の運営
②地域支援
・訪問看護ステーション清水・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ清水

第 8回介護者の会「さくらばしサロン」、第 12 回訪問看護ステーション清水
　地域交流会、第 8回地域住民交流会　

・訪問看護ステーション大東・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ大東
家族交流会、ＪＡ健康フェア、南部大東ふくしあ健康相談、南部大須賀ふくしあ健康相談、
心不全の栄養管理

・訪問看護ステーション掛川・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔ掛川
第 6回スイートピーの会（家族交流会）、かけがわ健康フェア、ふれあい広場、東部ふくし
あ出張健康相談、西部ふくしあ健康相談、掛川市地域防災訓練救護所訓練参加、人生の最
終段階について考える会

・訪問看護ステーションいわた・指定居宅介護支援事業所訪問看護Ｓ／Ｔいわた
いわたナース交流会、いわたキッズと家族の交流会

③難病患者等介護家族リフレッシュ事業の実施

①行政、看護・介護、福祉等多職種と連携した総合的支援による訪問看護サービスの提供促進
②地域包括支援センターや訪問看護ステーションとの合同会議、研修会、医療・介護関係者の
事例検討会の開催
③地域防災訓練等への参加
　
①訪問看護師養成講習会
　「訪問看護eラーニング」を活用した訪問看護人材養成基礎カリキュラム（再掲）
②看護職員管理者の相互研修「暮らしをつなげる看護職員のための研修」（再掲）
③訪問看護における｢特定行為に係る看護師の研修制度｣活用促進
④訪問看護出向研修支援事業（県受託）
⑤訪問看護職員の病院への交流研修事業（県受託）
⑥訪問看護管理者育成委員会の運営（新規）
⑦訪問看護ステーション協議会と協働し、訪問看護管理者育成のための研修会企画・
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(4) 訪問看護関係団体と
の連携

(5) 医療的ケア児及びそ
の家族に対する支援

開催（新規）

①静岡県看護協会・静岡県訪問看護ステーション協議会連携会議の開催及び連携強化
②訪問看護総合支援の機能強化に向けた取り組み
③日本訪問看護財団との連携

①医療的ケア児等支援センターの設置・運営（新規）
②ネットワークの整備・会議の運営
③家族向け制度説明会や個別相談会への協力

○事業項目５　地域住民の健康の保持増進及び福祉の向上に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 地域看護活動の推進

(2) 他機関、団体との連
携活動

(3) ストレス緩和への支
援

①8地区支部の活動
・まちの保健室（Ⅰ型、Ⅱ型）の開催
　（新型コロナウイルス感染症の状況により中止の場合あり）
・地域看護地区研修の開催　　　　　・地域防災訓練への参加
・看護教室・健康教室の開催　　　　 ・市民講演会の開催
・いのちを大切にする授業、出前授業（ナースセンターとの共催）
・看護の日・週間記念行事の開催
　　　　・地域行政・地域住民との連携事業
・地区支部と訪問看護ステーション協議会との連携・協働の仕組みづくり
②病院・施設との看看連携・協働等
・看看連携を基盤とした地域包括ケア推進支援事業継続のための支援
・看看連携を基盤とした地域包括ケア推進事業　地域包括ケアフォーラム開催
③災害ボランティアナースの育成と登録制度の推進

①元気応援フェアへの参加　　　　　
②メディメッセージへの参加
③あざれあメッセへの参加
④男女共同参画団体としての活動
⑤地区支部と他機関・他団体との連携活動等

①「ケアする人のケア」
　各訪問看護ステーションにおける在宅でケアする人、看護・介護職員へのストレス緩和支援
・訪問看護ステーション清水　	　「さくらばしサロン」（再掲）
・訪問看護ステーション大東　　	家族交流会（再掲）
・訪問看護ステーション掛川　	　スイートピーの会（家族交流会）（再掲）
・訪問看護ステーションいわた　	いわたキッズと親の交流会	（再掲）

○事業項目６　防災及び災害支援に関する事業
事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 防災対策に関する事
業

(2) 災害時の看護支援活
動の整備

①防災計画に沿った活動
・防災会議開催　　・衛星携帯電話の保守・活用　　・備蓄品の確保
②静岡県総合防災訓練への参画
③地区支部における市町の防災会議への参画
④災害看護フォーラムの開催

①災害支援ナース育成のための研修実施
・災害看護地区研修の実施　　　　
・災害支援ナース育成研修の実施
　　　【JNA収録DVD研修】災害支援ナースの第一歩
　　　　　　　　～災害看護の基本的知識～（2日間）
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(3) 日本災害看護学会

　　　【講義・演習】災害支援ナースの実際（2日間）
・災害支援ナースの登録・管理　　
・災害支援ナース登録者研修の実施　「災害看護フォーラム」への参加
・災害支援ナース交流会（新規）
②日本看護協会「災害時支援ネットワークシステム」による災害支援ナースの派遣合同調整訓練
への参加
③静岡県看護協会防災計画書（災害支援看護マニュアル等）及び災害時の医療救護活動に関する
協定書の更新（新規）
④災害看護一般研修Ⅰ、Ⅱの実施
⑤災害に関わる行政・他団体と連携した医療救護活動体制の構築
⑥災害支援ナース備品の整備
⑦災害ボランティアナースの育成と登録制度の推進（再掲）
⑧新型コロナウイルス感染症相談窓口
⑨新型コロナウイルス感染症自宅療養者及び濃厚接触者健康観察事業（県受託）

日本災害看護学会組織会員として協力

○事業項目７　　その他・本会の目的を達成するために必要な事業
　・公益目的事業

事　業　細　目 内　　　　　　　　容

(1) 広報

(2) 施設の貸与

①広報委員会活動
・「看護しずおか」年6回発行　　　　・モニター会議の開催
・看護関連情報及び看護協会事業活動の更新
②県民及び他機関・他団体への広報強化
・看護協会パンフレットの作成・普及　　・マスコミを通じた広報活動　
③看護の心普及・啓発等（再掲）
・看護の日・週間記念行事（再掲）　	・看護の出前授業（再掲）

看護に関する研修会等を行う関係団体への研修室・会議室の貸出

　・収益事業等会計

(1) 会員・役員支援

(2) 看護研究費助成

①会員の福利厚生
・各種表彰・受章候補者の推薦　 ・慶弔見舞　　・災害見舞
②役員・委員の損害保険対応　　・日本看護協会「看護職賠償責任保険制度」の紹介

①看護研究費助成事業　
②看護職員海外研究視察奨励助成事業

　・法人会計

(1) 協会組織の強化

(2) 円滑な組織運営

①公益社団法人としての組織整備
・諸規定の整備　　・地区支部活動の推進　　
②会員数の増加促進
・協会のしおり等の送付　　・看護学校行事等への出席　・看護学校訪問
・退職会員への加入継続の奨励　　　　　　
③地区支部との支援と連携強化　
④職能委員会との連携強化
⑤活動拠点の整備・充実

①運営に関する会議
・定時総会　　年1回　　　	・理事会　年5回　　　・常任理事会　年12回
・推薦委員会　年6回　　　	・特別委員会　年6回～12回程度
・医療・福祉施設等看護代表者会議　年2回

24



(3) 会員サービスの充実

(4) 渉外活動

(5) 施設管理・運営

・委員長・地区支部長合同会議　　　年2回
・総会運営会議　年1回　　　　・選挙管理委員会　　年2回
・地区支部長連絡会議　年2回　・地区支部会議　　　年1回
・看護協会･訪問看護ステーション協議会連携会議　 年2回
②役員・委員の資質向上
・役員委員研修会　　年1回
③日本看護協会との連携
・通常総会（令和4年6月8日（水）～9日（木））
・理事会　年5回以上　　　　　 　・代議員研修会
・地区別法人会員会　　　　　　　・全国職能委員長会
・地区別職能委員長会　　　　　　・政策責任者会議　
・看護労働担当者会議　　　　　　・会員情報管理情報交換会
・看護基礎教育担当役員会議　　　・災害看護担当者会議
・ナースセンター事業担当者会議　・広報担当役員会議
・訪問看護連絡協議会合同会議　　・全国准看護師理事会議
・図書室担当者会議

①看護協会ホームページの活用推進
②図書室の管理・運営
③ナースシップ利用への支援
・新規・継続申し込みの受付
・会員入会手続きに関する案内と対応

①関連機関・関係団体との連携
・会議への参加　　　　　　　・後援、推薦、協賛依頼への協力

①看護協会会館の維持管理　　　　②施設設備の整備・保守・管理
③備品の管理　　　　　　　　　　④図書室の充実
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加

そ
の

他
1
0
,0

5
3

9
,6

5
1

 4
0
2

合
　

　
　

計
8
4
4
,4

2
4

7
7
7
,6

9
3

6
6
,7

3
1

５
　
経
常
費
用

　
公
益
目
的
事
業
会
計
は
、
定
款
事
業
１
の
専
任
教
員
養
成
講
習
会
や
定
款
事
業
４
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
に
係
る

費
用
の
減
少
は
あ
る
も
の
の
、
定
款
事
業
１
の
感
染
管
理
認
定
看
護
師
教
育
B
課
程
や
定
款
事
業
４
の
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
等
の
実
施
に
加
え
、
定
款
事
業
６
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
健
康
観
察
事
業
に
係
る
費
用
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費
総
額
と
し
て
は
81
3,3
09
千
円
と
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
72
9,4
51
千
円
に
対
し
83
,85
8
千

円
増
を
見
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
収
益
事
業
等
会
計
の
事
業
費
は
、
３
年
度
と
同
額
の
1,0
30
千
円
を
計
上
し
た
。

　
法
人
会
計
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
顧
問
料
の
増
加
や
給
与
・
人
事
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
伴
い
、
69
,14
4
千
円
と
３
年
度
当
初

予
算
の
62
,69
5
千
円
に
対
し
6,4
49
千
円
の
増
を
見
込
ん
だ
。

　
こ
の
結
果
、
法
人
全
体
の
事
業
費
は
88
3,4
83
千
円
と
な
り
３
年
度
当
初
予
算
の
79
3,1
76
千
円
に
対
し
、
90
,30
7
千
円
の
増

額
計
上
と
な
っ
た
。
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＜
事
業
費
の
内
訳
＞
	

（
単
位
：
千
円
）

事
　
業
　
区
　
分

４
年
度

３
年
度

増
減

説
　
明

公
益

目
的

事
業

会
計

8
1
3
,3

0
9

7
2
9
,4

5
1

8
3
,8

5
8

定
款

事
業

１
1
1
1
,5

7
3

1
0
2
,2

9
2

9
,2

8
1

教
育
研
修
推
進
事
業

42
,40
2

33
,99
2

8,4
10

人
件
費
等
教
育
研
修
部
共
通
経
費

静
岡
県
委
託
事
業

（
教
育
研
修
関
係
分
）

29
,74
5

38
,30
1

△
	8
,55
6
＜
主
な
異
同
内
容
＞

専
任
教
員
養
成
講
習
会
の
減

看
護
職
員
実
習
指
導
者
等
講
習
会
の
増

認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程

28
,74
0

16
,36
7

12
,37
3
感
染
管
理
認
定
看
護
師
教
育
B
課
程
の
増

教
育
研
修
事
業

3,9
77

8,4
68

△
	4
,49
1
一
般
研
修
等
開
催
経
費

E
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
等
の
減

JN
A
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修

1,5
47

33
4

1,2
13

学
術
研
究
推
進
委
員
会
事
業

3,0
74

2,8
65

20
9
看
護
学
会
、
研
究
能
力
の
育
成
研
修
経
費

地
区
支
部
事
業

1,5
48

1,4
25

12
3
各
地
区
支
部
実
施
研
修
会
、
実
践
報
告
会
等
経
費

教
育
委
員
会

54
0

54
0

0
研
修
会
等
経
費

定
款

事
業

２
3
,4

9
4

4
,4

0
1

△
 9

0
7

保
健
師
職
能
委
員
会

91
9

91
7

2
交
流
会
、
研
修
会
等
経
費

助
産
師
職
能
委
員
会

85
0

1,3
89

△
	5
39

研
修
会
、 「
い
い
お
産
の
日
」
事
業
等
経
費

看
護
師
職
能
委
員
会
Ⅰ

87
7

1,1
69

△
	2
92

交
流
会
、
調
査
研
究
等
経
費

看
護
師
職
能
委
員
会
Ⅱ

84
8

92
6

△
	7
8
研
修
会
等
経
費

定
款

事
業

３
8
1
,3

3
6

8
1
,7

4
2

△
 4

0
6

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

（
静
岡
県
委
託
事
業
）

80
,57
8

81
,01
8

△
	4
40

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
、
潜
在
看
護
師
の
再
就
職
支

援
事
業
、
離
職
防
止
対
策
事
業
等
の
経
費

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
推

進
委
員
会

75
8

72
4

34
講
演
会
、
啓
発
活
動
等
の
経
費

定
款

事
業

４
4
1
5
,0

1
3

4
1
3
,4

8
3

1
,5

3
0

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

3
9
7
,8

8
0

4
0
6
,0

3
3

△
 8

,1
5
3

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
清
水

67
,99
5

64
,61
2

	3
,38
3

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
大
東

94
,65
6

98
,48
0

△
	3
,82
4

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
掛
川

11
4,3
60

10
7,4
80

6,8
80

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
わ
た

12
0,8
69

13
5,4
61

△
14
,59
2

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
等

1,0
57

96
5

92

看
護
職
員
出
向
事
業

6,0
00

6,0
00

0
静
岡
県
委
託
事
業

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
病
院
へ

の
交
流
研
修
事
業

48
5

48
5

0
静
岡
県
委
託
事
業

訪
問
看
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

59
1

59
1
訪
問
看
護
管
理
者
育
成
支
援

医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業

9,0
00

9,0
00
（
新
規
）
静
岡
県
委
託
事
業

定
款

事
業

５
2
1
,1

3
8

2
1
,7

5
8

△
 6

2
0

地
区
支
部
事
務
所
運
営
費

10
,39
6

10
,39
6

△
23
4

地
区
支
部
支
援
事
業

59
6

63
8

△
42

静
岡
支
部
事
務
所

12
3

13
2

△
	9

東
部
地
区
支
部

3,2
22

3,5
43

△
32
1

志
太
・
榛
原
地
区
支
部

2,2
06

2,1
22

84

中
東
遠
地
区
支
部

1,7
96

1,8
07

△
11

西
部
地
区
支
部

2,2
19

2,1
54

65

地
区
支
部
活
動
費（
他
定
款
事
業
分
除
く
）

7,2
28

7,8
41

△
	6
13

賀
茂
地
区
支
部

52
8

41
7

11
1

熱
海
・
伊
東
地
区
支
部

36
6

41
2

△
	4
6

東
部
地
区
支
部

94
5

1,1
74

△
	2
29

富
士
地
区
支
部

91
8

1,0
81

△
	1
63

静
岡
支
部
事
務
所

84
4

1,0
03

△
	1
59

志
太
・
榛
原
地
区
支
部

1,4
13

1,4
47

△
	3
4

中
東
遠
地
区
支
部

1,3
01
　

1,0
70

23
1

西
部
地
区
支
部

91
3

1,2
37

△
32
4

事
業
部
事
業
（
元
気
応
援
フ
ェ
ア
等
）

3,7
48

3,5
21

22
7

定
款

事
業

６
1
0
3
,4

7
1

3
0
,5

5
1

7
2
,9

2
0

災
害
看
護
対
策
委
員
会

2,2
89

1,8
10

47
9
災
害
支
援
ナ
ー
ス
の
育
成
等

災
害
支
援
地
区
研
修
等

2,5
94

2,3
40

25
4
　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ー
ス
育
成
事
業

64
9

36
6

28
3
協
会
単
独
事
業

コ
ロ
ナ
感
染
症
健
康
観
察
事
業

97
,13
3

17
,49
0

79
,64
3
静
岡
県
委
託
事
業
の
増

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
事
業

0
7,8
81

△
7,8
81

静
岡
県
委
託
事
業
の
減

防
災
会
議
等

80
6

66
4

14
2

定
款

事
業

７
1
1
,2

5
9

1
1
,0

1
5

2
4
4

看
護
の
日
記
念
事
業
等

2,8
76

2,7
49

12
7

広
報
委
員
会
運
営
、
看
護
し
ず
お
か
発
行
等

8,3
83

8,2
66

11
7

共
通

（
公

益
各

事
業

共
通

経
費

）
6
6
,0

2
5

6
4
,2

0
9

1
,8

1
6

収
益

・
そ

の
他

事
業

等
会

計
1
,0

3
0

1
,0

3
0

0

看
護
研
究
費
助
成
金
事
業

40
0

40
0

0

会
長
表
彰
経
費
及
び
会
員
へ
の
慶
弔
費

63
0

63
0

0

法
人

会
計

（
法

人
運

営
・
管

理
に

要
す

る
経

費
）

6
9
,1

4
4

6
2
,6

9
5

6
,4

4
9

経
　

常
　

費
　

用
　

計
8
8
3
,4

8
3

7
9
3
,1

7
6

9
0
,3

0
7
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令
和
４
年
度
収
支
予
算
書

１
　
全
体
	

単
位
：
千
円

科
　
　
　
　
目

４
年
度

３
年
度

増
減

備
　
　
　
　
考

Ⅰ
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　
　

　
　

　
1
経
常
増
減
の
部

　
　

　
　

　（
１
）
経
常
収
益

　
　

　
　

　
　
　
基
本
財
産
運
用
益
　

　
　

　
　

　
　
　
　
基
本
財
産
受
取
利
息

39
9

33
9

60
　

　
　
　
特
定
資
産
運
用
益

　
　
　
　
　
特
定
資
産
受
取
利
息

1,8
10

1,7
80

30
　

　
　
　
会
費
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
受
取
入
会
金

19
,50
0

19
,50
0

0
1,3
00
人
を
見
込
む

　
　
　
　
正
会
員
受
取
会
費

11
2,5
00

11
0,0
00

2,5
00

22
,50
0
人
を
見
込
む

　
　
　
事
業
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
医
療
保
険
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
訪
問
看
護
医
療
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
基
本
療
養
費

65
,47
8

69
,05
5

△
	3
,57
7

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
利
用
者
の
減
少

　
　
　
　
管
理
療
養
費

64
,25
4

66
,06
1

△
	1
,80
7

　
　
　
　
情
報
提
供
療
養
費

2,2
50

2,3
22

△
	7
2

　
　
　
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
療
養
費

1,0
50

80
0

25
0

　
　
　
　
　
交
通
費
負
担
金

5,7
98

5,9
55

△
	1
57

　
　
　
　
　
実
費
訪
問
料

58
3

50
6

	7
7

　
　
　
　
　
A
LS
等
患
者
利
用
料

31
2

15
9

15
3　

　
　
　
　
介
護
保
険
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
居
宅
訪
問
看
護
収
益

23
2,7
11

23
1,4
86

1,2
25

　
　
　
　
　
介
護
予
防
訪
問
看
護
収
益

14
,64
7

18
,96
7

△
4,3
20

介
護
保
険
適
用
利
用
者
の
減
少

　
　
　
居
宅
介
護
支
援
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
収
益

28
,42
5

29
,37
8

△
95
3

　
　
　
　
　
介
護
予
防
支
援
収
益

16
8

21
0

△
42

　
　
　
　
受
取
受
講
料

39
,63
0

38
,56
6

1,0
64

サ
ー
ド
レ
ベ
ル
開
講
に
伴
う
増
加

　
　
　
受
取
資
料
代

1,4
08

74
0

66
8

　
　
　
　
受
取
補
助
金
等

　
　

　
　

　
　
　
　
静
岡
県
等
受
取
助
成
金

73
0

73
0

0
	

　
　
　
　
静
岡
県
等
受
取
委
託
金

22
4,4
78

15
3,3
83

71
,09
5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
健
康
観
察
委
託
業
務
の
増
加

　
　
　
　
日
看
協
受
取
助
成
金
等

9,1
73

9,1
42

31
　

　
　
　
　
日
看
協
受
取
委
託
金
等

3,6
82

3,2
63

41
9

　
　
　
　
　
医
療
連
携
業
務
委
託
収
益

5,3
85

5,7
00

△
31
5

　
　
　
　
受
取
寄
付
金

　
　

　
　

　
　
　
　
受
取
寄
付
金

1,0
00

60
0

	4
00

　
　
　
　
　
受
取
寄
付
金
振
替
額

8,5
43

8,5
43

0
　

　
　
　
雑
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
衛
生
材
料
等
負
担
金
収
益

　
　

　
　

　
　
　
　
会
館
使
用
料

10
0

10
0

0
　

　
　
　
　
受
取
利
息

30
33

△
	3

　
　
　
　
　
雑
収
益

38
0

37
5

5
　

経
常
収
益
計

84
4,4
24

77
7,6
93

66
,73
1

　
　（
２
）
経
常
費
用

　
　

　
　
　
　
事
業
費

　
　

　
　
　
　
　
役
員
報
酬

16
,87
7

15
,58
2

1,2
95

常
勤
理
事
等
報
酬
の
公
益
事
業
分

　
　
　
　
給
料
手
当

22
4,6
33

22
4,8
39

△
20
6

事
業
担
当
職
員
給
料

　
　
　
　
賃
金

20
9,1
78

17
4,9
25

34
,25
3

事
業
分
非
常
勤
職
員
給
料

　
　
　
　
退
職
給
付
費
用

12
,87
7

12
,90
4

△
	2
7

退
職
手
当
引
当
資
産
積
立
額

　
　
　
　
役
員
退
職
慰
労
引
当
金
繰
入
額

99
2

99
2

0　
役
員
退
職
慰
労
引
当
資
産
積
立
額

　
　
　
　
役
員
賞
与
引
当
金
繰
入
額

1,3
56

1,3
56

0　
役
員
6
月
賞
与
前
年
度
4
か
月
分
積
立

　
　
　
　
賞
与
引
当
金
繰
入
額

16
,03
4

17
,10
8

△
	1
,07
4

職
員
6
月
賞
与
前
年
度
4
か
月
分
積
立

　
　
　
　
福
利
厚
生
費

67
,22
0

64
,84
1

2,3
79

健
康
保
険
、
年
金
等
社
会
保
険
料

　
　
　
　
会
議
費

2,0
13

1,7
90

22
3

研
修
講
師
昼
食
代
他

　
　
　
　
旅
費
交
通
費

19
,58
1

20
,96
4

△
	1
,38
3

研
修
講
師
旅
費
他

　
　
　
　
通
信
運
搬
費

16
,92
9

15
,42
7

1,5
02

電
話
料
、
宅
急
便
等
郵
送
運
搬
費

　
　
　
　
減
価
償
却
費

30
,40
2

30
,04
0

36
2

建
物
、
什
器
備
品
等
減
価
償
却
費
公
益
事
業
分

　
　
　
　
消
耗
備
品
費

85
0

61
9

23
1

研
修
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教育研修部だより

令和4年度　教育研修

15 8/26（金） 6/1～6/10最新の感染予防
在宅・施設における感染予防対策の実際

2

教育計画は、令和４年度の静岡県看護協会重点事項に沿って計画しています。
今年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症への対応を行いながら研修を開催していきます。
新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、研修の募集定員の制限や研修方法の変更が発生する場合
があります。
※詳細・変更等につきましては、ホームページにてお知らせします。

教育研修部は看護職10名、事務職5名、常務
理事の総勢16名で研修企画・運営等を担当
しています。令和4年度は新たな研修も計画
しています。
効果的な研修が実施できることを目標に頑
張っていきますのでよろしくお願い致します。

No 研 修 名 開 催 日 申 込 期 間

６月・７月申込開始の研修紹介

9/21（水） 7/1～7/10
生活を支える摂食嚥下リハビリテーション看護
―看護職の果たす役割―

17 8/7（日） 6/1～6/10

16 8/26（金）27日（土） 6/1～6/10最新の感染予防
感染予防リンクナースの役割

71 8/6（土）と実習1日重症心身障害児（者）対応看護従事者養成研修

18 9/28（水） 7/1～7/10

6/1～6/17

6/1～6/15

感染予防の基本と誤嚥を予防する食事介助の基本
【JNAオンデマンド研修112】

「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」
評価者育成研修

75 8/19（金）看護教員継続研修　トピックス研修

本会では、令和5年度に感染管理認定看護師教育B課程の開講を予定しています。令和4年2月28日付けで
看護師の特定行為に係る指定研修機関として指定を受け、認定看護師教育機関としての認定審査に向け
ての準備を進めています。
開講に当たっては、9月ごろから受講の募集が始まります。詳細についてはホームページをご覧ください。
令和4年4月現在、東海地区で感染管理認定看護師教育B課程を受講できるのは三重県のみです。
是非、この機会を活用し感染管理認定看護師を目指してください。

【感染管理認定看護師教育B課程】 開講に向け準備中
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事業部だより

令和3年度　
訪問看護出向研修支援事業・訪問看護職員の病院研修事業

実践報告会

令和4年3月7日（月）に訪問看護出向研修支援事業及び訪問看護職員の病院研修事業の実践報告会・講演会
をオンラインで開催しました。病院及び訪問看護ステーション（以下、ステーション）から57名の参加がありま
した。

訪問看護管理者育成プログラムが完成！

令和３年度日本看護協会の「訪問看護総合支援センター試行事業」を受
け、訪問看護ステーション協議会と合同で「訪問看護管理者育成プログラ
ム」を作成し、静岡県下すべての訪問看護ステーションに配布しました。
令和４年度は、この管理者育成プログラムを活用して、訪問看護ステー
ション協議会と共同で管理者のための研修会を企画していきたいと思い
ます。訪問看護ステーションの管理者の皆様是非、研修会にご参加頂き、
管理者同志のネットワークを作っていきましょう！

●訪問看護出向研修支援事業：5病院5ステーションの参加があり、病院代表者・出向者・ステーション管理者そ
れぞれの立場からの成果報告がありました。

●訪問看護職員の病院研修事業：令和３年度新たにスタートした研修事業です。ステーションから14名の訪問
看護師の参加がありました。病院職員との人事交流を深め円滑な在宅療養への移行を推進すること、さらに病
院における入退院調整システムや最新の治療・専門的な処置の習得を目指しました。実践報告会では、2名の
代表者から成果報告がありました。

講演会

聖路加国際大学大学院看護学研究科 教授 山田雅子氏による講演会を開催しました。
退院支援・退院調整の機能と役割について、具体的事例を交えなが
らの講演でした。参加者からは「これからの社会の在り方に則した
退院支援を行っていくためにどうしたらよいか改めて考える機会と
なった」「退院支援の目的は、患者が退院することではなく、退院し
た先で希望に向かった暮らしができるよう『家族や人の持てる力』を
信じ寄り添い支える事が重要で在ること改めて感じた」等の感想が
ありました。

はじめまして、河合浄美と申します。
昨年10月から看護協会でお仕事させていただいて
います。令和４年４月から事業部勤務となりまし
た。新しい業務に早く慣れ、役割を果たせるよう努
めてまいります。皆様にお会いできる日を楽しみに
しています。どうぞよろしくお願いいたします。

職員紹介

公益社団法人 静岡県看護協会
〒422-8067
静岡市駿河区南町 14番 25 号エスパティオ 3階
TEL　054-202-1750　　FAX　054-202-1751

〒420-0839
静岡市葵区鷹匠３丁目６番３号静岡県医師会館 4階
TEL　054-297-3311　　FAX　054-297-3312

●発行者

● 印 刷
● デザイン

株式会社 アプライズ
Rina Nomura Design

静岡県訪問看護 管理者育成プログラム

公益社団法人　静岡県看護協会
一般社団法人　静岡県訪問看護ステーション協議会

-共に学び、共に成長するために -

共
に
学
び

共
に
成
長
す
る
た
め
に

一般社団法人 静岡県訪問看護ステーション協議会

静岡県訪問看護
管理者育成プログラム

「地域包括ケア時代に求められる看護」～看護をつなぐ在宅療養支援を目指して～
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本　　所：TEL 054-202-1761　FAX 054-202-1762
東部支所：TEL 055-920-2088　FAX 055-928-5037　下田相談所（毎週木曜日9：00～16：00）：TEL 080-2650-0327
西部支所：TEL 053-454-4335　FAX 053-401-3510　天竜相談所（毎週火曜日9：00～16：00）：TEL 080-2650-0237

ナースセンターだより

( 公社 ) 静岡県看護協会 静岡県ナースセンター 相談時間／9：00～16：00
　　　　   本所のみ火～木曜日は18:00まで

※相談・研修は、看護職であればどなたでも無料でご利用できます

県下16のハローワーク等に看護職の就業相談員が出向き、就業についてご支援します。お近くの会場にお出か
けください。下記の日程で実施、ハローワーク浜北以外では求人施設が参加するミニ相談会も実施しています。
　

＊ハローワーク下田は年3回（5月、9月、1月）実施します。ハローワーク焼津（Bivi藤枝）は午前中に時間変更しました。

この他、e-ラーニング研修と
看護技術演習も随時実施し
ています。
詳細はナースセンターへお問
合せください。

１　 移動相談 （予約不要）

ナースセンターは看護職が
安心して働き続けられるよう
サポートしています。

2　 研修予定

　
6月
7月

ハロー
ワーク

　
伊東
28日
　

三島
28日
　

沼津
21日
19日

14日
12日

御殿場
　
26日

清水
21日
　

静岡
8日
13日

焼津
(BiViキャン)

3日
1日

島田
　
19日

掛川
6日
　

磐田
　
19日

浜松
8日
13日

浜北
17日
　

細江
　

26日

富士下田 湖西
(新居地域センター)

28日

お知らせ

開催時間：ホームページで確認してください(掛川・浜北は午後)

実施施設 実施期日
聖隷研修センター
三島商工会議所
静岡県看護協会
聖隷研修センター
三島商工会議所
静岡県看護協会
静岡県看護協会
静岡県看護協会
西部会場

名称

再就業研修

再就業者フォローアップ研修

セカンドキャリアセミナー

  6月  6日(月)・  7日(火)・  8日(水)
  7月  4日(月)・  5日(火)・  6日(水)
  9月  6日(火)・  7日(水)・  8日(木)
11月15日(火)・16日(水)・17日(木)
11月29日(火)・30日(水)・12月1日(木)
  2月  7日(火)・  8日(水)・  9日(木)
  7月、 1月
10～11月
10～11月

ナースセンターは悩み事相談電話窓口を設置しています。

はなしてみよう
054-202-1780 (悩み専用ダイヤル)　平日 9:00～16：00
090-2183-8734 （新人専用ダイヤル）

メールでも相談できます
nayamishido@za.tnc.ne.jp

新型コロナウイルス感染症感染予防にマスク着用、
手指消毒、体温チェックが習慣となりました。
基本的な感染対策を取ったうえでお仕事相談を承って
ますので、お近くのナースセンターへお越しください。

ナースバンク事業

看護職
再就業支援事業

離職防止
対策事業

「看護のこころ」
普及啓発事業

看護職離職時等届出制度は離職する際に各県のナースセンターへ届け出ることは努力義務です。
届出方法等、ご不明な点はお気軽に本所へお問合せください。
皆さまのご協力をお願いいたします。（TEL 054-202-1761）

お願い

看護職専門の就業相談
離職時等届出制度の運営

悩み相談、基礎看護技術
演習、セカンドキャリア
セミナーの実施

研修・就業相談会の
実施

「看護の日・看護週間」イベント、
高校生向けの進路説明会、
看護の出前授業など
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読者
の
広場

葉書又はメールで①答え②氏名③所属④電話
番号⑤〒⑥住所⑦看護しずおかの感想⑧看護
協会へのご意見をお書きのうえ、下記宛にお送
り下さい。正解者の中から、抽選で10名の方に
QUOカード（1000円分）を差し上げます。当
選者は「Vol．2」に掲載します（ペンネーム可）

応募方法

応募締切日

■葉書の宛先
　〒422-8067 静岡市駿河区南町14-25
　静岡県看護協会総務部 看護しずおかクイズ係

「Vol.6」のクイズの答え：きすみれ
ゆりどん様・佐藤優子様・鈴木しげ子様・
さぐあんほちぇ様・えーたん様・さく様・ゆーさん様・
とろろこんぶ様・chi様・ヨンタン様

問題

キャリナースの３つの特徴は
①「情報蓄積」②「情報活用」
ともう1つは何？
☆ヒント：ログインしてね！

■メールの宛先
　kango@shizuoka-na.jp
　又はQRコードから

Q

6月24日（金）

当
選
者

表紙の初節句の写真が
ほのぼのしました。

看護に関わる様々な情報を掲載
していただき、とてもよい情報源
となっています。育休中の妻も
毎回楽しみにしています。

クイズに答えると、抽選で10名様にQUOカードが当たる!

医療安全推進のための取り組み
医療安全情報
2022年度 第1弾 働き続けられる職場づくり推進委員会

information

インスリン単位の誤解

インスリンのバイアル製剤は、
100単位／ｍＬに濃度が統一され
ており、1単位は0.01ｍＬです。

参考

公益財団法人 日本医療機能評価機構 医療安全情報No.131

インスリンはハイリスク薬品です。単位
を間違えると患者さんの生命を脅かす
大きな事故につながる危険があります。
インスリンのバイアル製剤を使用する際
は、専用の注射器を用いることを徹底
し、事故を未然に防いでください。

ユーザー登録すると会員情報変更（勤務先・住所・氏名）会費情報等、研修受講履歴の閲覧が可能。また、文献検索や
各種資料など看護業務に役立つ魅力的なコンテンツもご覧いただけます。

キャリナースを利用するには、
ユーザー登録が必要です。
画面に沿って必要な情報を入力
いただき、ユーザー登録ください。
（メールアドレスやパスワードを
忘れてしまった場合は、再度登録
が必要になります）

キャリナースは看護協会会員の専用WEBページです。登録しましょう！

事例
1

キャリナース
ログイン
スマートフォンの
方はこちらから




